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炉心水位への影響が大きい現象の一つであるダウンカマ相間摩擦について、RELAP5 に組み込まれた物理

モデルの模擬性能検証の一環として、ダウンカマ沸騰に係る個別効果実験を対象とした解析を実施した。 
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1. 緒言 ダウンカマ相間摩擦はダウンカマ水位を通じて炉心水位に影響を与えるため、LOCA 解析におい

て重要度の高い現象である。本研究では、ダウンカマ相間摩擦に係る RELAP5 モデルの模擬性能を検証す

る一環として、ダウンカマ沸騰に係る個別効果実験を用いた解析を実施した。 

2. 個別効果実験 KAERI にて実施された低圧 DVI 条件下でのダウンカマ沸騰（DOBO）実験[1]を解析対

象とした。実験装置の断面形状は矩形であり、4 辺のうち 1 辺は加熱壁として原子炉容器壁からダウンカマ

への伝熱を模擬している。軸方向に沿って 7 つの水位計測区間に分割されており、各区間の平均ボイド率

が取得可能である。実験装置に設けられたガラス窓から実験装置内の流況が観察されており、加熱壁と反

対側の領域では注入された ECC 水が下降している。一方の加熱壁側では、加熱壁からの入熱による温度上

昇および発生蒸気との相間摩擦のため液相は上昇流となっており、実験装置内には循環流が生じている。 

3. 実験解析 ダウンカマ相間摩擦に係る RELAP5 モデルの検証を行うため、図 1 に示すダウンカマを並行

2ch 化したノーディングを用いて、DOBO 実験の解析を実施した。RELAP5 解析において並行 ch の全軸方向位

置をクロスフロー接続すると、実験では加熱壁付近にしかほとんど存在しない気泡がバルク領域まで移動

してしまい、加熱壁側およびその反対側の水位が同じになるとともに、実験で観察された循環流が生じな

い。このため、ダウンカマ沸騰に係る文献[2][3]の知見を参考に、バルク領域への気泡の移動を防止し循 

環流を模擬する目的で、クロスフロー接続位置は頂部と底部

のみとしている。以上のノーディングによる解析を実施し、

得られたボイド率を実験結果と比較することで、RELAP5 モデ

ルの模擬性能を検証する。検証の実施および RELAP5 モデルの

差異による影響評価は今後の課題である。 
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